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	製品名: ラミンA/C（リン酸化Ser392）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	ラミンA/C ラミンは、フィラメント状の網目構造を形成する中間径フィラメントタンパク質であり、核膜の核質側にある繊維状の層である核ラミナの主要成分を構成しています（PubMed:10080180、PubMed:10580070、PubMed:10587585、PubMed:10814726、PubMed:11799477、PubMed:12075506、PubMed:12927431、PubMed:15317753、PubMed:18551513、PubMed:18611980、PubMed:2188730、PubMed:22431096、PubMed:2344612、 PubMed:23666920、PubMed:24741066、PubMed:31434876、PubMed:31548606、PubMed:37788673、PubMed:37832547)。
	研究分野
	肥大型心筋症（HCM）;不整脈性右室心筋症（ARVC）;拡張型心筋症;
	画像データ
	

	ラミンA/C（リン酸化Ser392）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定法（リン酸化ELISA）
	

	ラミンA/C（リン酸化Ser392）抗体を用いたHeLa細胞の免疫蛍光染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ラミンA/C（リン酸化Ser392）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト乳癌の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。
	

	ラミンA/C（リン酸化Ser392）抗体を用いたHeLa細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンはリン酸化ペプチドでブロッキングされている。

